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１．緒言
　食事摂取基準（2015 年版）では、18 歳以上の女性の葉酸の推奨摂取量 240µg/ 日とされている。また、

葉酸は、疾病発生リスクの低減にかかる記述がなされている栄養素である。その疾病とは神経管閉鎖

障害（NTD）であり、妊婦を計画または可能性のある女性は、食事から摂取に加え、サプリメント

等から 400µg/ 日の摂取が推奨されている 1)。

　NTD について、脳や脊髄の原基である神経管は妊娠 6 週ごろに完成するが、閉鎖に障害がおこる

と二分脊椎症や無脳症などの疾病を発症する。発症のリスク因子として、遺伝的因子、栄養学的因子、

環境因子や人種差が関与していることが示唆されている。とくに栄養学的因子については、中国にお

ける初産婦を対象とした介入研究で、葉酸サプリメント 400 µg/ 日の摂取により発症率の低い南部で

は 41％、発症率の高い北部では 79％の発症リスクが低減したことが、Robert らによって 1999 年に

報告された 2)。

諸外国では、1980 年代初頭から、NTD 既往歴のある妊婦や妊娠を計画している女性を対象とした

介入研究 2-6）が行われ、葉酸の摂取により 30％から 80％の発症リスクが低減したという報告 2-5）や、

発症を完全に予防できたという報告 6) がなされた。また、アメリカでは 1996 年に穀物製品 100g あた

り 140µg の葉酸添加を義務付ける 7）など、NTD 発症リスク低減のための研究や政策が行われた。

日本では、1999 年の厚生科学研究において二分脊椎の発症率が増加傾向にあることが報告された 8)

こと、また、食生活の多様化から葉酸摂取が不十分な者が増加する懸念もあること等の理由から、現

厚生労働省は、『神経管閉鎖障害の発症リスク低減のための妊娠可能な年齢の女性等に対する葉酸の
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摂取に関する情報提供要領』を 2000 年に公表した 9）。この情報提供要領のなかでは、妊娠を計画し

ている女性に対しては、妊娠の 1 ヶ月以上前から食事とは別に栄養補助食品による 400µg/ 日の推奨

摂取量を設定し、さらには、妊娠可能な年齢の女性等が自らの判断に基づいて葉酸の摂取ができるよ

うになるための情報提供を推進していくよう、日本栄養士会を含む各保健医療関係団体や各都道府県

に依頼した 9）。しかし、日本での NTD の発症率は、一向に減少する傾向はみられていないといわれ

ている。

情報提供要領 9）が公表された 2000 年以降、日本女性を対象とした葉酸摂取量に関する調査報告が

蓄積してきた。国民健康・栄養調査 10) では、2001 年（平成 13 年）から葉酸の摂取量に関する報告が

なされている。

本研究では、2001 年から 2015 年に報告された文献や調査結果を対象とし、女子大学生を対象とし

た１日の葉酸摂取量について調査された文献と、国民健康・栄養調査で報告された 20 歳代女性の葉

酸摂取量について調査し、若年女性の葉酸摂取の現状について考察することを目的とする。

２．方法
１）国民健康・栄養調査報告にみる 20 歳代女性の１日あたりの平均葉酸摂取状況

2001 年から 2015 年に現厚生労働省によって報告された国民健康・栄養調査報告 10) より、20 ～ 29

歳女性の 1 日平均葉酸摂取量を調査した（図１）。

２）文献報告にみる 20 歳代女性の 1 日あたりの平均葉酸摂取状況

CiNii Articles と J-STAGE に掲載されている多くの文献の中から、学会誌、大学・短期大学紀要

を取り上げ、本文中に「女子学生」または「女子大学生」、そして「葉酸摂取」の記載があり、2001

年から 2015 年に報告された文献を調査対象とした。調査項目は、調査対象者の大学における専攻・

学年を特徴とし、年齢、被験者数、食事調査の方法と期間、葉酸摂取量の平均値とした。また調査年

度における国民健康・栄養調査で報告された 20 歳女性の平均葉酸摂取量 10) についても示した（表 1）。

年齢や葉酸摂取量に関して、文献中に標準偏差の記載があるものについては、本稿でも記載をし

ている。また、調査年度が明記されていない文献については、調査年度における国民健康・栄養調査

で報告された 20 ～ 29 歳女性の平均葉酸摂取量の記載はしていない。

３．結果
１）国民健康・栄養調査報告にみる 20 歳代女性の１日あたりの平均葉酸摂取状況

国民健康・栄養調査 10) によって平均葉酸摂取量の調査が行われた 2001 年から 2008 年までは、20

～ 29 歳女性の 1 日あたりの葉酸摂取量の平均値は、食事摂取基準 2015 年版における推奨量 240µg/

day を上回っていたが、2009 年以降は推奨量を下回る傾向にあった（図 1）。

２）文献報告にみる女子大学生の 1 日あたりの平均葉酸摂取状況

2000 年以降に女子大学生を対象とした１日当たりの平均葉酸摂取量について記載のある文献は 14

件 11-24) であり、そのうち 20 歳代の学生と大学職員を対象とした文献が１件であった。14 件の文献の

うち、平均値が推奨量を上回った結果を示した文献は 5 件であった。調査対象者を栄養学または医療
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を学ぶ学生とした文献は7件あり、そのうち平均値が推奨量を上回った結果を示した文献は2件であっ

た。また、2009 年以降に調査実施された 4 件のうち 3 件が推奨量を下回る結果を示した。食事調査

については、調査期間と手法がどの文献でも異なっていた。調査期間では最長が７週間であり、調査

手法では秤量記録法、思い出し法、隠膳方式などがみられた（表 1）。

図 1．国民健康・栄養調査にみる 20 歳代女性の１日あたりの葉酸摂取状況
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４．考察
１）若年女性の葉酸摂取状況

国民健康・栄養調査における 20 歳代女性の１日あたりの平均葉酸摂取量 10) は、2009 年以降に推

奨量を下回る傾向を示し、また、文献報告においては 2009 年以降に調査実施された 4 件すべてが推

奨量を下回る結果を示したことから、国民健康・栄養調査における 2009 年以降と以前とでは葉酸を

多く含む何らかの食品群の摂取量に違いがみられるのか、今後は調査と比較、検討をする必要がある

と考える。

　国民健康・栄養調査と調査対象とした文献14件11-24)は、被験者の人数や調査方法・期間が異なるため、

一概には算出された平均葉酸摂取量の値を比較することはできないが、１日の推奨量 240µg と比較

した場合には、これを上回る結果となった文献は 5 件にとどまることから、女子学生を対象とした食

事調査の文献の結果から、推奨量の摂取を満たしていない若年女性が多く存在していることが考えら

れる。

２）若年女性への葉酸摂取に関する情報提供のあり方

2000 年に、現厚生労働省から『神経管閉鎖障害の発症リスク低減のための妊娠可能な年齢の女性

等に対する葉酸の摂取に関する情報提供要領』と、その情報提供の推進が各保健医療団体に依頼され

た 7) が、2014 年に佐藤ら 25) によって報告された妊婦を対象とした葉酸摂取行動に関するインターネッ

ト調査では、妊娠前・妊娠中に葉酸を意識的に摂取した理由について問いた設問の回答結果は、医師・

薬剤師、助産師・看護師・保健師、栄養士に勧められたからと回答した割合はそれぞれ 10.0％、5.6％、

1.3％であった。情報提供要領 9) が公表されてから 20 年経とうとしている現在でも、二分脊椎症が一

向に減少していないことが言われており、諸外国にみるように食品への葉酸添加の義務化 3）や、日

本栄養士会を含む各保健医療団体が努めるべき情報提供のあり方、そして栄養士養成施設である本学

でも、若年女性への葉酸摂取に関する情報提供のあり方の検討とその実施が急がれる。

葉酸は、食事摂取基準のなかでは疾病の発症リスクを低減することが明記 1) されている栄養素で

あり、妊娠を計画する女性と、妊娠の可能性がある女性が必要とする知識は「バランスのとれた食事

に加え、妊娠 1 か月前から葉酸サプリメント等で 400 µg の摂取が必要」である。また、日本女性の

結婚可能年齢が 16 歳以上であることからも、16 歳以前から葉酸に関する認知をもつことが必要であ

ると考える。
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